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定
例
会
の
時
間
に
ミ
ニ
研
修
を
行
う
よ
う

に
な
っ
て
６
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
４

期
目
だ
っ
た
私
は
当
初
「
何
を
や
る
の
だ
ろ

う
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
「
委
員
同
士
の
仲

を
よ
り
一
層
深
め
、
一
人
ひ
と
り
の
ス
キ
ル

を
高
め
る
た
め
に
始
め
る
」
の
だ
と
聞
か
さ

れ
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
研
修
の
回
数
が
重
な
る
に
つ
れ
、
定

例
会
を
楽
し
い
と
思
う
委
員
や
、
学
ん
だ
内

容
を
活
動
に
活
か
し
て
い
く
委
員
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
定
例
会
が
単
な
る
報
告
や
計
画

の
共
有
だ
け
で
終
わ
る
会
議
で
あ
っ
た
ら
、

そ
の
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
号
が
令
和
に
な
っ
た
今
年
、
荒

川
区
が
幹
事
区
と
な
り
「
青
少
年
委
員
城
北

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
「
各

区
に
持
ち
帰
っ
て
青
少
年
委
員
の
活
動
に
生

か
せ
る
研
修
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
委
員
一

同
が
ん
ば
っ
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

４
年
に
一
度
の
幹
事
区
と
し
て
、
ま
た
日
頃

の
ミ
ニ
研
修
の
集
大
成
の
場
と
し
て
、
当
日

を
楽
し
み
に
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

調
査
研
修
部
は
、
毎
月
の
ミ
ニ
研
修
を
は

じ
め
、
宿
泊
・
日
帰
り
・
新
任
委
員
研
修
会

な
ど
、
年
間
を
通
し
て
様
々
な
研
修
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
毎
回
違
う
内
容
を
考
え
る
の

は
大
変
で
す
が
、
常
に
「
楽
し
む
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
部
員
全
員
で
話
し
合
い
な
が
ら
決

定
し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
研
修
も
、
少
人
数
で
編
成
し
た
４
つ

の
研
修
班
に
分
か
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
年
度
は
特
に
、
そ
の
研
修
班
の
チ
ー
ム

力
を
高
め
る
こ
と
を
意
識
し
た
研
修
に
し
ま

し
た
。

　

「
班
名
を
決
め
る
」「
班
の
フ
ラ
ッ
グ
作
り
」

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
を
つ
く
る
」
な
ど
の

課
題
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
、
班
で
意
見
を

集
約
す
る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
に
「
チ
ー

ム
」
を
意
識
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
、
ど
の
班
も
個
性
あ
ふ
れ
る

「
チ
ー
ム
」
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

　

今
後
も
楽
し
み
な
が
ら
、
皆
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
研
修
を
企
画
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ミニ研修で学んだことが、このように生かされています！

＜校庭及び施設利用部会＞

　校庭及び施設利用部会では年に 2 〜 3 回、区内小学校の校庭を利用して「みんな de 遊ぼう！」を開

催しています。足軽に扮した青少年委員が構えた傘へドッチビーを投げ入れる「足軽くんをねらえ！」、

さまざまなサイズの新聞紙の上に何人乗れるかチャレンジする「ちっちゃくなっちゃった〜（^o^）/」

などのゲーム、ドロダンゴ作り、木工、シャボン玉などをみんなで楽しむ遊びの場になっています。

　ここには学年のバラバラな子どもたちだけでなく、子どもたちが見知らぬ大人たちも集まるので、中

には緊張気味の子も。そんな時は研修で培ったアイスブレイクテクニック（ニックネーム呼びなど）を

取り入れることで、目の前の子どもたちは、いつの間にか笑顔に変わっています。

＜南千住ブロック＞

　南千住ブロックでは、「なんせん Jump! 〜地

元であそぼう〜」という行事を年一回企画・開

催しています。赤、青、緑、白の漆喰を塗り磨

き上げる “ ドロダンゴ教室 ” や、親子で街の名所・

旧跡を巡りポイントを集める “ ロゲイニング大

会 ” を行ってきました。

　また、地域の行事のお手伝いにも積極的に取

り組んでいます。研修で学んだたくさんのスキ

ルをこれらの場で活かし、子どもたちとの交流

をはかっています。これからもひとつひとつの

研修を通して、さらにスキルを高めていきたい

と思います。

＜尾久ブロック＞　尾久ブロックでは、ミニ研修で学んだ “ 子ども

たちとのコミュニケーションの取り方 ” や “ 身近

な物を使った工作 ” などアレンジしたものを、さ

まざまな状況で活かしています。

　地域行事の「尾久っ子ワクワクまつり」では、

紙皿を使ったフリスビーや紙コップを利用した

けん玉等を子どもたちと作り、遊んでいます。

　また、尾久ブロックの恒例行事である「尾久っ

子ランキング」では、違う学校に通っている子

ども同士の連携を図るため、ニックネームでの

呼び合いやグループを作ってのゲームを取り入

れています。

＜荒町ブロック＞　荒川・町屋ブロックでは、１グループ５〜６人の小学生がボランティアの中高生と一緒に、青少年委

員考案のさまざまなオリジナルゲームにチャレンジする「あらまちフェスタ」を年一回企画・開催して

います。

　その際に、毎月のミニ研修で培った各種アイスブレイクの方法や、人とのコミュニケーションの取り方、

日帰り研修会で学んだプログラムや人の導線の組み方などが役に立っています。

　小学生たちのまとめ方等、各種研修で学んだことをボランティアの中高生へも伝えることで、私たち

青少年委員自身の成長だけでなく、中高生の成長にも貢献できればと思います。

＜日暮里ブロック＞

　日暮里ブロックでは、研修の成果をブロック行事や地域、他ブロック行

事でのお手伝いの際に役立てています。日ごろの研修に積極的に取り組ん

でいるおかげで、一人ひとりが状況に合わせ的確な対応をとることができ

ています。

　今後も様々な研修に取り組み、子どもたちのために各々がスキルアップ

に励んでいきたいと思います。 ※拡大縮小をする場合には線幅と効果も拡大・縮小にチェックを入れてください。

発見！-あら兄妹-左



9月 21日（土）

時　間 内　容

6：50

7：00

11：00

15：00

15：20

15：45

18：00

19：00

20：15

21：00

23：00

荒川区役所前　集合

出　発

　・スケジュール説明

　・研修①　バスレク

　・スタンツお題＆火の神発表

まきば公園・レストラン　着

　・昼食 ( 約 1 時間 )

　・研修②　まきばでチャレンジ !

　　◎フォールドポエム

　　◎まきばで～ビンゴ！

　　◎まきばの美術館

　　　( 美し森第 2 駐車場→まきば公園・レストラン )

まきば公園・レストラン　発

清里高原ロッジ・少年自然の家　着

　・研修③　キャンドルファイヤー準備

　　◎キャンドル用意

　　◎キャンドルファイヤー会場づくり

夕　食（少年自然の家　大食堂）

　・研修④　キャンドルファイヤー

　・研修⑤　スタンツ　

終　了

　・自由時間（入浴など）

交流会（研修室）

交流会終了・後片付け

9月２2日（日）

時　間 内　　容

7：00

8：00

9：00

11：00

11：30

11：40

12：10

12：30

13：45

18：00

起　床・各部屋清掃

朝　食（大食堂）

　・研修⑥　オリジナルゲームづくり　

研修　終了

清里高原ロッジ・少年自然の家　発

萌木の村　着

萌木の村　発　　

道の駅南きよさと　着

( 昼食 )

道の駅南きよさと　発

区役所着

☆彡　荒川区青少年委員連絡会の主な研修　☆

彡

私たちは、さまざまな研修を通じてスキルアップに励んでいます。それぞれが自分の持ち味を活
かし、地域の子どもたちすべてを笑顔にするために、日ごろから努力を積み重ねています。

♪ 新任委員研修会
荒川区に委嘱された青少年委員は、必ず初
年度に ” 新任委員研修 ” を受けます。
この研修では、青少年委員として活躍して
いくための基礎を学びます。

♪日帰り研修会
年に数回実施しており、研修内容は救命救
急・防災・ゲームプログラム等、バラエティー
に富んでいます。

♪ ミニ研修
主に連絡会（定例会）の時間を使い、毎回テーマをもって短時間の研修を実施しています。
調査研修部会の委員が進行役を務め、研修班ごとに課題に取り組みます。
小さな積み重ねですが、“ 継続は力なり！ ” で、一人ひとりの実力の底上げに結びついています。

これまでに実施したミニ研修

3 人以上でできる糸電話、バスレク、ゲーム（じゃんけん・肩たたき・伝言・自己紹介）、スタン

ツダイアログ in サイレンス、紙コップけん玉の作製、オリジナルゲームの考案　など

令和元年度 宿泊研修会 スケジュール


